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研究成果の概要（和文）：日常診療内で撮影された閉経後２型糖尿病女性の腹部CT画像を二次利用し、脊柱起立
筋群の筋および脂肪面積の定量法を構築した。椎体骨折者では非骨折者と比較して、「背筋」と呼ばれる脊柱周
囲筋は、腹腔内の脊柱起立筋である大腰筋と比較して、有意に脂肪含有面積が高値でおよび脂肪化を伴わない筋
面積が低下していることを見いだした。
この成果は、2型糖尿病において脊柱起立筋群のサルコペニア化や脂肪化が椎体骨強度の脆弱化の病因である可
能性を示唆しており、脊柱周囲筋の筋量増進による骨粗鬆症予防戦略が期待される。

研究成果の概要（英文）：We constructed a method for determining muscle and fat tissue area in the 
spinal erector spine muscle group by secondary use of computed tomography images of abdominal area 
undergone in daily medical practice in the postmenopausal women patients with type 2 diabetes 
mellitus. Compared to non-fractured subjects, the patients with vertebral fracture had a 
significantly higher area of fat-containing tissue and a lower region of non-fatty muscle in 
perirhinal muscle named "back muscles," unlike the counterpart comparison of abdominal erector 
spinal muscle called the major psoas muscle. 
We hope that these findings serve establishment a strategy for the prevention of osteoporosis by 
enhancing the muscle mass of the perirhinal muscles of the spinal column.

研究分野：続発性骨粗鬆症
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研究成果の学術的意義や社会的意義
骨密度で骨強度の評価が困難である2型糖尿病の椎体骨の脆弱性亢進機序において、脊柱周囲筋群の筋量低下や
脂肪化との関連を臨床研究により初めて見いだした。筋の脂肪化や筋量喪失は、いわゆる立位姿勢の「前傾化」
をもたらし、椎体荷重面が変化して椎体強度低下をもたらす可能性が考えられる。この成果は、2型糖尿病にお
いて脊柱起立筋群のサルコペニア化や脂肪化が椎体骨強度の脆弱化の病因である可能性を示唆しており、脊柱周
囲筋の筋量増進による骨粗鬆症予防戦略が期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
２型糖尿病では骨密度が高くとも骨折リスクが高く、骨質の低下が骨脆弱性機序に強く影響
していると考えられている。２型糖尿病患者の脆弱性は「骨の量: bone mass」で評価が困難で
あり、「骨の質: bone quality」の低下により骨粗鬆症に至ると考えられている。既存の骨粗鬆
症疾患モデルの想定外の現象であり、糖尿病による骨粗鬆症の診断基準は、世界中のどの国にも
存在しない。 
骨の強度は、骨密度と骨質で規定される。統計学的に「骨密度に依存しない骨強度の低下（骨
折）に影響する因子」は骨質規定因子であり、２型糖尿病の骨粗鬆症の病因と考えられ、有用な
骨粗鬆症の診断法や治療介入点である可能性がある。脊柱周囲筋の筋量および脂肪量のような
骨外因子や大腿骨の骨形状は、骨密度には異存しない骨折リスク因子だが、2型糖尿病の骨脆弱
性に及ぼす影響は明らかではない。  
 
２．研究の目的 
２型糖尿病患者の骨粗鬆症に関連する骨外因子や骨質関連因子を同定し、糖尿病関連骨粗鬆
症の診断基準の樹立や骨粗鬆症予防の新たな介入治療の基板となる情報を得る。  
 
３．研究の方法 
 (１）2型糖尿病閉経後女性において、臨床で撮影された腹部 CT 画像を二次利用し、脊柱周囲
筋と脊柱起立筋内の筋と脂肪の面積の計測手法を確立し、椎体骨折の有無間で比較する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 (２）2 型糖尿病の 50 歳
以上の男性および
閉経後女性におい
て、DXA 法の骨密度
測定画像から大腿
骨近位部の統計学
的 3次元立体骨を構
築するソフトウエ
アを利用し、大腿骨
の構造指標を椎体
骨折の有無間で比
較する。 

 
４．研究成果 
(１) ①脊柱起立筋内の筋組織および脂組織の定量法の新規開発 
       骨構造解析用ソフトウエアを応用し、脊柱起立筋内の筋組織および脂肪組織を CT 値
で区別し、一断面あたりの面積量を定量化する計測手法を構築した。 

 
②2型糖尿病女性における脊柱周囲筋の椎体骨の脆弱性に対する影響 
55 名の 2 型糖尿病閉経女性において、１－１）で樹立した計測法を用いて脊柱起立
筋内の筋組織量と脂肪組織量を計測し、椎体骨折有無間で比較した。椎体骨折者では
非骨折者と比較して、「背筋」と呼ばれる脊柱周囲筋は、腹腔内の脊柱起立筋である
大腰筋と比較して、有意に脂肪含有面積が高値でおよび脂肪化を伴わない筋面積が低
下している知見を得た。 

 
（２）椎体骨の骨脆弱性と大腿骨近位部の骨構造に対する影響 
   2 型糖尿病の 50 歳以上の男性および閉経後女性、各 274 名および 220 名に DXA 法で
大腿骨近位部の骨密度を測定し、ソフトウエア(3D-SHAPER®, GALGO MEDICAL SL)に
より大腿骨近位部の統計学的 3 次元立体骨を構築した。椎体骨折の有無間で大腿骨



近位部の骨構造指標を比較した。男女とも椎体骨折者では有意な大腿骨近位部の構造
的骨脆弱性を生じている知見を得た。 
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